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完成した外周護岸の一部

当時の苦労を物語る手書きの実施工程表

安全研修でトンネル工事現場を見学

支部役員安全パトロール 中国地方整備局との合同安全パトロール
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あ
の
頃
、思
い
出
の
現
場

株
式
会
社
本
間
組
佐
渡
支
店
長

　
新
潟
県
上
越
市
の
直
江
津
港

は
近
年
、
火
力
発
電
所
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）の
受
入
基
地

な
ど
が
集
積
す
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー

港
湾
」と
し
て
発
展
し
て
い
ま

す
。
中
で
最
も
新
し
い
荒
浜
ふ

頭
地
区
は
、
１
９
９
９
年
か
ら

工
事
が
進
め
ら
れ
た「
直
江
津
港

荒
浜
ふ
頭
地
区
埋
立
事
業
」に

よ
っ
て
港
湾
施
設
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
当
社
も
こ
こ
で
様
々

な
工
事
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た

が
、
私
に
と
っ
て
特
に
印
象
深

い
の
が
、
県
か
ら
受
注
し
た
こ
の

「
東
護
岸
工
事（
そ
の
1
）」で
す
。

　
中
部
電
力
の
火
力
発
電
所
用

地
を
埋
め
立
て
造
成
す
る
た
め

に
外
周
護
岸
の
一
部
を
構
築
す

る
工
事
で
し
た
。
捨
石
６
万
㎥

の
基
礎
工
か
ら
Ｒ
Ｃ
ケ
ー
ソ
ン

17
函
の
据
え
付
け
、
上
部
工
、

裏
込
工
ま
で
、
通
常
な
ら
1
年

以
上
は
か
か
る
規
模
の
工
事
で

す
。
し
か
し
契
約
工
期
は
３

月
下
旬
か
ら
12
月
中
旬
ま
で
の

２
６
７
日
間
。
し
か
も
気
象
・

海
象
条
件
の
厳
し
い
日
本
海
で

は
、
海
上
で
仕
事
が
で
き
る
の

は
５
〜
９
月
に
限
ら
れ
ま
す
か

ら
、
全
く
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
工
事
で
、
現

場
代
理
人
兼
監
理
技
術
者
を
任
さ

れ
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の
規
模
が

あ
る
本
格
的
な
工
事
で
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。
当
時
ま
だ
経
験
も

浅
い
38
歳
。任
命
さ
れ
た
時
は「
な

ん
で
俺
が
？
」
と
さ
す
が
に
戸
惑

い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
若

さ
ゆ
え
で
し
ょ
う
か
、
い
っ
た
ん

覚
悟
を
決
め
て
し
ま
う
と
、「
よ

し
っ
、
や
る
ぞ
」
と
逆
に
闘
志
が

ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　
現
場
に
配
属
さ
れ
た
の
は
５

人
。
私
が
最
年
長
で
、
あ
と
は

30
代
、
20
代
と
、
最
年
少
は
高

校
を
出
た
て
の
10
代
。
兄
弟
の

よ
う
な
集
団
で
す
。

　
目
標
に
掲
げ
た
の
は
、
当
然

で
す
が
無
事
故
で
品
質
の
良
い

物
を
き
っ
ち
り
と
工
期
内
に
納

め
る
こ
と
。
時
間
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
計
画
を
綿
密
に

練
り
、
作
業
船
や
関
係
者
間
の

調
整
に
精
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

手
書
き
の
実
施
工
程
表
が
今
も

手
元
に
残
っ
て
い
ま
す
。
朝
４

時
か
ら
ぶ
っ
通
し
の
作
業
で
１

日
に
ケ
ー
ソ
ン
３
函
を
据
え
付

け
た
こ
と
も
。
み
ん
な
若
さ
と

体
力
に
だ
け
は
自
信
が
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
ハ
ー
ド
な
作
業
も

苦
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
場
の
近
く
に
は
、
事
業
に

関
わ
る
多
く
の
建
設
会
社
が
事

務
所
を
構
え
る「
事
務
所
村
」が

で
き
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
様
々

な
人
た
ち
と
つ
な
が
り
が
で
き
、

ま
た
助
け
ら
れ
、
に
ぎ
や
か
に

仕
事
が
で
き
た
の
も
楽
し
い
思

い
出
で
す
。
竣
工
検
査
に
合
格

し
た
時
の
達
成
感
は
今
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
振
り
返
っ
て
思
う
の
は
、
若

手
に
大
き
な
仕
事
を
思
い
切
っ

て
任
せ
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ

平
成
11
年
度
直
江
津
港
荒
浜
ふ
頭
地
区
埋
立
事
業
東
護
岸
工
事（
そ
の
１
）

若
手
に
大
き
な
仕
事
任
せ
る
大
切
さ
を
知
る

The project in my life

で
す
。
特
に
自
然
を
相
手
に
す

る
建
設
業
の
仕
事
は
経
験
が
モ

ノ
を
い
う
世
界
で
す
。
上
司
や

先
輩
は
若
手
を
信
じ
て
仕
事
を

任
せ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
手
助

け
を
す
る
。
人
間
は
大
き
な
仕

事
を
任
せ
ら
れ
る
と
責
任
感
が

芽
生
え
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

吸
収
し
て
成
長
し
ま
す
。
私
も

こ
の
工
事
の
経
験
が
今
に
続
く

成
長
の
糧
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
国
内
で
は
か
つ
て
に

比
べ
て
規
模
の
大
き
な
海
洋
工

事
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
若
手
が
責

任
を
持
っ
て
挑
戦
で
き
る
機
会

を
つ
く
る
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
挑
戦
は
成
長

に
つ
な
が
り
ま
す
。
建
設
業
界

の
未
来
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　中国支部の安全委員会は総勢 11 人。皆、日々の多
忙な仕事の合間を縫って現場の災害防止のために熱心
に活動しています。
　定例の安全委員会は毎月 1回開くのが原則です。毎
月開催は全国の支部の中でも珍しいのではないでしょ
うか。会合では様々な連絡・報告事項や打ち合わせ事
項がありますが、特に力を入れているのが、委員会に
合わせて開く「勉強会」です。
　各委員が現場の事故の事例を紹介し、その再発防止
策に重点を置きながら対策を報告します。これに対し
て他の委員も自由に意見を言い、より良い対策を話し
合います。報告した人は、別の視点や角度からの意見
を聞くことでき、それによって新たな発見をしたり、
もっと有効な事故防止策に気付いたりすることが少な
くありません。他社が現場で安全のために使っている
機材などを教えられることもよくあります。
　現場の安全対策について委員全員がざっくばらんに
話し合うことが、この勉強会の最大の特徴であり、また
狙いでもあります。役に立つ情報を各社に持ち帰り、積
極的に水平展開してもらいたいと考えています。こう
した事例研究は現場の災害防止には大変有効です。議
論が思わず白熱し、予定時間をオーバーすることもし
ばしばで、非常に意義のある活動だと自負しています。
　もう一つ、中国支部独自の活動として力を入れてい
るのが、年に 1回行っている「安全研修」です。対象現
場を 1カ所選び、座学と見学を組み合わせた研修を行
います。安全委員としての知識を高め、それを社内に
展開していくというのが目的ですが、この取り組みの
ユニークなところは、見学対象とする現場が主に陸上
の大規模工事という点です。
　昨年と今年はトンネル工事の現場を選びました。土

木工事ばかりではなく、駅前の高層マンションの建築
工事現場で研修を行ったこともあります。マリコンと
言えば普通は海の工事ですが、あえて陸上の工事、し
かも土木・建築問わず様々な現場で学ぶ点が大きな特
色です。安全に対する視野が広がり、新たな知識を吸
収できる点でも有益だと考えています。
　このほか、国土交通省中国地方整備局との合同安全
パトロールと意見交換会、支部役員による安全パト
ロールなどが活動の柱になっています。中国地整との
意見交換会には、テレビ会議システムを通じて各出先
事務所の副所長も参加され、活発に意見を交わします。
　今、建設業界の大きなテーマが「働き方改革」です。
安全衛生活動のうち「衛生」に当たる部分と言えます。
海象・気象条件に左右される海洋工事では安定して休
日を取れないなど難しい課題があります。今後は安全
管理活動の一環として、働き方改革の問題についても、
各社から情報を持ち寄って勉強会のテーマに取り上げ
るなど、重点的に意見交換や研究を進めていきたいと
考えています。

日本埋立浚渫協会・支部安全委員会だより（中国支部）


